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ハビタブルゾーンに存在する地球型系外惑星の特徴づけのためには、恒星光を除去し、惑星探査領域において
広い波長域で 10−10レベルのコントラストを達成できる装置が必要である。そのため、8分割位相マスク (8OPM)
コロナグラフの開発が行われている。8OPMとは、恒星像を 8領域に分割し光波に空間的な位相変調を与えるデ
バイスである。我々は、フォトニック結晶半波長板をベースとしたマスクを開発しているが、達成できるコントラ
ストは波長に強く依存してしまう。そこで近年、恒星光除去の広帯域化を実現するため、3層 8OPMの開発が行わ
れている（小室他, 2016年秋季年会 V237a）。これまでに、半波長板を順次 3層に積み上げる手法で 8OPMを試
作し、コロナグラフの室内試験によりコントラストの波長依存性を評価した（小室他, 2017 年秋季年会 V265a）。
その結果、従来の（単層）8OPMに比べて広帯域化に成功したが、理論性能には到達できなかった。我々は、半
波長板各層の個体差にその原因があると予想し、3層を基板上で同時に製作し、製作後にアセンブルする手法で新
たにマスクを試作した。上記と同様の室内試験の結果、以前の試作マスクよりも広帯域化が実現され、より理論
値に近い性能を得ることができた。我々は更なる広帯域化を目指し、5層 8OPMの設計も行った。初期設計とし
て、有力なバイオシグナチャーであるO2の吸収線（波長 0.69 µmおよび 0.76 µm）、さらにはH2Oの吸収線（波
長 0.82 µm）をカバーできる設計に成功した。さらに、5層 8OPMの製造誤差評価のための数値シミュレーショ
ンも行っている。本講演では、試作した 3層 8OPMの実証実験、および 5層 8OPMの設計について報告する。


